
　

　

４人兄妹

アムピトリテ－

プリアポス

兄弟

注釈

・フランクが交響詩「プシュケ」を作曲

・出産と産婦の
保護の神

・レートーとアル
クメーネがヘラ
の嫉妬により苦

しんだ

・神々の宴会の
給仕係、青春を
司る女神

・ヘラとの和解
の条件でヘラク
レスの妻になる

ヘルマプロディートス

２人兄妹

①ハルモニア ②エロース プシュケ

・調和の神
・テーバイの始
祖カドモスと結
婚
・子宝に恵まれ
たが、不幸が続
いた

・恋と性愛の神
・神々、人間た
ちの恋心を目覚
めさせている

屈折したエロスの愛を取り
戻すためにアプロディテの
忠告に従うが、最後に箱を
開き約束を破るが、エロス
が寄り添ってくれて、結ば
れる

・神々の女王
・出産・結婚の
女神
・テテュスが養
育した
・嫉妬深い性格
・ジュノーとも言
いジュ-ンブライ
ドの語源

・美しい女体をもつ美少年
・妖精のサルマキスに強姦
され、文字通りに一つに合
体して両性具有者
・ルーブル美術館に保存
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クロノス レア

女神 オリュンポス12神

ヘーベー・アプロデティ達
は軽く見られて
いた報復とし
て、ハーデース
に誘拐させ冥界
に連れて行かれ
た

・年1/3のみ冥
界で同居すれば
よい契約

系図によるギリシャ神話(シート③)・・・・クロノスとレアの６人の子供

④③

ハデス デメテル

・大地と豊穣の
女神

・ゼウスと無理
強いされ交わっ
たが、ポセイドン
からも無理強い
された

・ポセイドンとは
馬になって交
わった

・冥界の神

・普段冥界に居
てオリュンポス
には来ないため
12神に入らない

・ハデスは、アプ
ロディテの策略
でエロスの矢で
討たれ、ベルセ
ポネに恋した

・海と地震の神で海の
ゼウスともいう

・海の女神アムピトリ
テーが妻

・粗野で凶暴な性格で
ある

・愛人のメドゥーサとは
アテナ神殿での枚割の
せいで別れた

・都市アテネの守護神
争いで女神アテナに負
けた

・ゼウスの仲介でポセ
イドンの神殿がエーゲ
海の先端のスニオン岬
に建立された

ゼウス

⑤
クロノスとレアの6人の子供

①

ヘバイストス

②

ヘスティア

・台所の女神

・オリンポス族の
長女

・ヘスティア、ア
ルミテス、アテナ
が処女神

・ポセイドンとア
ポロンから求婚
されたこともある

③ ④

エイレイテュイア

ポセイドン

①

ペルセポネ

⑥

ヘラ

②

アレス

ミノス王の娘

ヘルメス

・戦いの神で性
格も粗野で残
忍、かつ不誠実

・好戦的な神格
がギリシア人に
とって不評

・炎と鍛冶の神
・醜かったのでヘラ
から捨てられテティ
スとエウリュノメー
に養育された

・憧れのアプロディ
テと結婚しても交わ
れなく、離婚した

アプロディテ
・ハデスは、オルペウスの弾く竪琴の哀
切な音色に涙するベルセポネに説得さ
れ、条件付きで冥界からの復帰を許可す
る
・一度だけの救済だった

・ウラノスの精液
と海が混じり生
まれた
・愛と美と性の
女神
・AD1485頃に描
かれた、ウフィ
ツィ美術館の
ボッティチェッリ
の「ヴィーナス
の誕生」
➡Seat①

・ガイアの孫
・ゼウスは天空
神で世界を支配
・ポセイドンは、
海の支配者
・ハデスは、地
下の支配者

・ガイアの孫
・ネーレウスとド
リスの娘
・ポセイドーンを
嫌い西端のアト
ラースのもとに
逃げた
・イルカに探させ
大西洋の島にい
るのを発見し結
婚を承諾した
・シート⑤参照

エウリュ
アレー

・伝令・商業の
神
・ゼウスの秘書
・火の起こし方を
発見
・ペルセポネー、
ヘカテーと交
わっている好色
家

・父の指導で水の上を歩ける、好色で狩りが得意
・愛するメロペーを強姦し彼女の父親より両目をえぐられる
・妹エーオース一目惚れしたので、ヘリオスが眼を治した
・狩りの女神アルミテスと出会いクレタ島で生活するが、反
対した兄アポロンの計略で死ぬ
・アルミテスは、星座にして天にあげるようゼウスに頼み、
月の女神が毎月会えることになった

オリオン

羊飼いで庭
園、果樹園
の守護神で
生殖と豊穣
を司る生殖
力抜群の神
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